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今金町民憲章

。 民主主震に砲して金，蓄を合理化して近代的な町にいたしましょう。

。 健康で動労にはげむ明るU町じいたしましょう。

。 技能をみが~濫鎌田開発に努め豊かな町にいたしましょう 。

@ 教聾をたかめ楽し〈生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月1日
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予
算
と
決
算
は
、
町
政
を
進
的

τい
く
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
も
の
で
す
。

平
成
5
年
度
決
算
は
、
野
菜
集
出
荷
施
設
新
築
事
業
、
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
事
業
、
農
地
災
害
復
旧
事
業
、
南
団
地
公
営
住
宅
建
替
事
業
、
昭
和
線

凍
雪
害
防
止
事
業
な
ど
の
各
種
整
備
が
行
わ
れ
、
投
資
的
経
費
は
、
総
額
日

億
4
千
8
百
花
万
3
千
円
で
、
歳
出
総
額
の
柑
・

7
%を
占
的
南
西
沖
地
震

に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
費
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
決
算
特
別
委
員
会
で

慎
重
審
議
さ
れ
、
第
4
固
定
例
町
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
経
常
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
、
明
る
い
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
町
道
の
整
備
や
産
業
基
盤
の
充
実
、
福
祉
の
向
上
や
町
民

生
活
に
密
着
し
た
事
業
を
、

当
初
の
計
画
ど
お
り
完
成
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、

1
年
間
の
決
算
内
容
を
ダ
ラ
フ
や
表
を
用
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。等感冒年度

一般会計町民一人

当りの決算額

う使われたー的に

1. 126.233円

限られた財源を効果
特別会計決算の状況

78. 743円)

歳入

(内 町税

、.圃.1.108.926円歳出

衛生貨
585.700 
7.0% 

労働置
10，533 
0.1出

236，256千円
60，980千円
17，064千円
135，301千円
98，604千円
131，179予円
44，716千円
411，301千円
772，476千円
6，0日O千円
200，000千円
164，969千円
83，200千円
112，772千円

0.7% 
0.2% 
O.2~る
0.0% 

359，138千円

金
財政綱整基金

国保理匹揖財政調整基金

簡水財政関整基金

土地開発基金

実利河公共用地等基金

国営土地改良支払基金

奨学賞金貸付基金

自it瀬掴韓1¥替輸送確怪基金
滅償基金

高林文庫基金

中るさと創生基金

士化セノタ 建設基金

地域 福祉 基金

農地流動化対置賞金賢村基金

基

内

訳

'J!書哩!日現
1，376，575 
16.4% 

消防費
191.587 
2.3% 

1，618 0.0% 

聾。

一般会計・特別会計で使われたお金

億 -.ーー 千円です。

叩
制
問
削

町債
738，300 8.7% 

自動車取得税空付金
繰越金
ー利子割宜付金
書附金
空通安全対策
特別空付金

鰹親戚

車南

ヰ本

唱Ei

車

山

介担金lT.U'負担金 128，0明， 1.5% 

地方譲与組 133，862 1.6旬

財産収入 113，718 1.3% 

使用料lT.U'手数料
189，859 2.2桔

型軽
物

1也

匙生〉

74，026m' 

建

土

• 

• 

• 

• 

(千円)

1t 計一 名 歳 入 歳 出 歳 ヲ| 在員

国保特別会計事業勘定 715.515 675，252 40.263 

簡易水道事業特別会計 204.440 199.511 4.929 

老人保健特別 会計 838.960 838，955 5 

収益的収入及び支出

総収益 総 'P.t 用 差 古賀

1.161. 718 1， 164，541 ム 2.823
国保特別会計施設勘定

資本的収入及び支出

J!J( 入 支 出 差 r] I 志賀

45.631 46.350 ム 719

U乞

" 
〈補助 事業〉 (千円)， <単独事業〉 (干円)

野菜集出荷施設新築卒業 611， 071 美利河周辺事業 120.093 
民業用 施 設災害復旧王fト業 575.223 農業用 施設災害復旧 cj工業 107，153 
農地災害復旧卒業 411，158 公社営畜産 基地建設事業 84，099 
南 団地公営住宅建 替事業 193.326 道路総梁災 害 復旧卒業 64.251 
昭和線凍 雪筈 防止事業 108，000 農地 災害復 旧 卒業 49，793 
都市計画街路事業 108，000 冷災 害対策秘守確保事業 35，745 
道路僑梁災害復旧卒業 82，178 農 業基盤整備ギ業 34，078 
八束宮前線道路改良事業 82.000 防 雪 概取付取外し 事業 30，591 
雪安芸 機械 導入卒業 48，812 国鉄必l棚線代替ハス車両更新 27，637 
畑の沢日進級凍雪害防止卒業 45，000 スキ ントレーサーカー外購入 25，889 
上稲穂地区民基道整備事業 44，180 町史編さん作成卒業 18，535 
日進黄金線道路改良 事業 36，000 種川浪泉災害復旧 卒業 16，624 
旭 幸線 i束雪害 防止事業 32.920 冷 災害対策飼料確保事業 16，571 
力日川線凍 雪害 防止 卒 業 28，000 大和団地支線 3号道路改良 16，488 
神丘 10号線歩道新設事業 27，100 金 又中央線道路改良卒業 16.330 
共同利用施設災害復旧事業 26，100 商庖街コ ミュニテイ施設捺備 14，428 
福祉ノく ス 購入事業 24，824 文化財保護事 業 13，409 
後志利別川縁地公園造成事業 22.000 南団地公営住宅建替事業 13.334 
i鉛川住吉線道路舗装事業 20，000 寒 昇 排水整備 卒業 12，607 
御影光台線道路舗装事業 20，000 野菜集出荷施設新築卒業 11，125 
八束左岸線道路舗装卒業 15，000 公立学校災害復旧 41';業 10，790 
町有林盤備 卒業 14，922 後志利5JIj川緑地公園造成卒業 10，589 
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噌主

t 

同
保
病
院
の
病
床
数

k
一附ド

-. 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

今
金
町
国
保
病
院
(
院
長
鈴
木

三
章
)
は
本
年
3
月
ま
で
に
現
在
的

病
床
数
四
床
を
半
数
以
下
町
臼
床
ま

で
減
ら
す
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
病
床
数
減
に
伴
い
、

従
来
的
付
添
石
油
制
度
を
廃
止
し
て

新
右
政
体
系

(恭
単
右
前叫
)
に
移
行

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
、
山
月
l
目
的
医

療
保
険
制
度
老
人
保
険
制
皮
肉
改

正
に
対
応
す
る
た
め
の
拙
置
で
す
。

こ
の
制
度
改
正
は
、
医
師
数
に
見

合
っ
た
忠
者
数
に
す
る
と
い
う
内
容

で
、
現
在
的
常
勤
医
師

3
名
で
は
入

院
忠
者
が
初
名
と
い
一
ヲ
診
療
所
波
紋

と
な

っ
て
し
ま
う
た
め
町
と
し
て

は
医
師
1
名
を
明
以
し
て
最
大
限
的

臼
名
町
病
床
数
を
昨
保
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ニ
の
体
制
を
維
持
し
な
け
れ
ば
、

赤
字
が
史
に
明
大
す
る
と
干
測
さ
れ

ま
す
。

現
咋位
、
様
準
医
師
数
欠
儲
条
刻
該

当
に
伴
う
入
院
時
医
学
管
理
料
の
叩

%
カ

y
ト
は
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
基
準
給
食
の
返
上
に

つ
い
て
は
、
改
善
の
意
志
の
あ
る
町

と
し
て

6
ヵ
月
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
‘

最
恕
的
状
態
は
避
け
句
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
付
添
婦
さ
ん
に
倖

わ
っ
て
岩
波
姉

・
介
護
人
が
山
記
者
向

全
て
の
お
世
話
を
す
る
新
む
護
体
系

(基
地
中
石
川
岨
)
に
修
行
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

こ
の
新
お
護
休
系
的
実

施
と
新
し
い
施
設

(老
人
保
健
施
設

・
訪
問
右
越
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
)
に
勤

務
す
る
看
縫
婦
を

募
集
し
ま
す
。

厳
し
い
経
営
状

態
に
あ
る
病
院
巡

悩
と
州
床
数
減
に

ご
担
併
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

国保の高額療養費
貸付制度について

今、 医療 j\は医療の高度化J!l. U技術的~主事にょっ

続々山低保'/~化傾向にあり 、被保険者が病院に支払

う 自己且担金が~~~'Miになっております固

国民地J担保険では自己負担金向日制化に対応して

刈矧医療'1'1の貸付制度を設けており、下記内通りに

なっておりますので、どフぞご利用くださるよヲ

お知句せし ます。

決意新たに新年支払会

hv
今
金
町
国
保
晴
院

' . • 

今
金
町
子
供
会
連
合
会
カ
ル
タ
大
会

今
金
町
子
供
会
迎
合
会

(会
長

大
崎
洋

二

主
催
の
百
人
一
首
下
町

句
大
会
が

1
月

日

日

町

百

人

一
首

ク
ラ
ブ
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協

力
を
得
て
総
合
体
育
館
武
道
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
車
、
体
み
の
問
の
猛
練
習

で
腕
を
磨
い
た
小
学
生

mチ
l
ム、

中
学
生

3
チ

l
ム
が
参
加
し
て
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

各
チ

l
ム
3
名

I
組
と
な
り
、
子

選
の
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン

ト
戦
が
行
わ
れ
、
応
援
に
駆
け
つ
け

た
父
母
や
地
域
的
仲
間
肉
声
援
を
受

け
、
鋭
い
気
合
と
と
も
に
身
を
乗
り

出
し
て
木
札
を
飛
ば
し
合
う
激
し
い

試
合
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

成
総
は
次
の
と
お
り
で
す
0

7
小
学
生
の
部

①
八
束
A

②
八
束

C

マ
中
学
生
の
部

①
八
束

②
国
代

通

吹雪の中グ
伝統の纏振りを彼

-田宮1婦宙開~~~. . ， 

今
金
町
消
防
団
内
山
初
め
式
が

1
月

6
目
、
回
只
別
名
と
消
防
車

5
台
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
め
式
は
明
か
ら
の
吹
宮
内
中
、

町
内
を
堂
々
の
パ
レ
ー
ド
を
し
た
後
、

町
長
、
消
防
団
長
な
ど
の
祝
閲
を
受
け
、

今
年
l
年
同

火
災
子
防
へ
の
普
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
レ
ド
の
途
中
、
民
協
前
、

神
社
前
主
ど
町
内

5
ヵ
所
で
団
員
に
よ

る
勇
お
な
縞
振
り
、
木
山
川
奴
振
り
な
ど

が
披
露
さ
れ
‘
沿
道
の
見
物
人
か
ら
大

き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
川
氏
セ
ン
タ
ー
で
ホ
年

内
功
労
を
た
た
え
て
、
北
海
道
知
事
表

彰
、
消
防
協
会
長
表
彰
、
町
長
表
彰
な

ど
の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

言己

1、手続きに必要なもの

①医都世の前求型E
②印 鑑

③口座番号

2、申 開場 所

町民侃祉課凶保係 (5番窓口)

3、貸 付額

ι目制境保諮問分的 9制

(19
'
/)哨院からのUi'PR飢 307J円

(300，0001工J-63，0001工])XO. 9~ 2 1 3 ，3001'1 

4、備考

イ、表I.f;利子情祖保で保証人も不要です.

ロ、後目、阿古宜保護費分と貸付額の差額も戻ります.

ハ、貸付申制後、 1週間以内に指定口座に掛り

込み子定です。

ニ、 医療貨の支払後に高額療養1¥払戻手続きを

行って下さい.

。その他不明な点且び高知療養l'iに関する ご相談~

があり まLたら、町民福相語l国保係までお!日1い合
わせ下 さし、。

電話番号
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町
主
慌
の
新
年
交
礼
会
が

1
月
7

日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

町

長

助

役

部

課

長

、
町
議
会
議

員
、
農
業
委
員
、
各
種
委
貝
、
自
治

会
町
内
会
長
、
自
公
庁
内
代
表
ら

別
名
が
歓
談
し
ま
し
た
。

町
長
は

「
今
後
と
も
、
町
民
的
総

力
を
結
集
し
て

n
前
力
あ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
“
を
進
め
た
い
。
」

と
決

置
も
新
た
に
あ
い
さ

つ。

町
民
向
皆

さ
ま
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
の
机
か

い
ご
支
般
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
。• • こ

ぐ
ま
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
今
金
幼
稚
悶
児
と
お
母
さ
ん
た
ち

で
つ
〈
る
ご
」
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
」
の

メ

ン
バ
ー
が
ロ
月
日
目、

3
庇
に
分
か

れ
、
函
館
土
現
今
金
出
張
所

・
今
金

交
番

・
役
場

・
正
和
運
輸
を
訪
れ
、

除
雪
の
仕
事
へ
の
お
礼
と
交
通
安
全

指
導
な
ど
へ
の
お
礼
的
気
持
ち
を
込

め
て
、
手
作
り
の
交
通
安
全
カ
レ
ン

ダ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。

干
供
た
ち
も
元
気
立
戸
で
、

2 -Olll(内線126J/.は125)

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
交
通
ル

l
ル
を

苛
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

直
咽

占世

歳
末
特
別
防
犯

街
頭
啓
発
実
施

ロ
月
刊
曲
目
、
歳
末
特
別
防
犯
街
頭

啓
発
が
行
わ
れ
、
町
長
を
は
じ
め
、

地
域
安
全
活
動
推
進
委
員
・婦
人
会

厚
生
保
鑓
婦
人
部

・
保
護
士
会
的
メ

ン
バ
ー
ら
印
名
が

Z
班
に
分
か
れ
、

閉
山
や
飲
食
応
を
巡
回
し
ま
し
た
。

成
末
を
ひ
か
え
、
溢
雌
事
例
や
暴

力
事
件
が
多
発
す
る
時
期
。

戸
じ
ま
り
の
励
行
や
暴
力
追
政
を

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

1
 
5
 
〔



A
T
金
都

用

i也
;或

計
画

今
金
都
市
計
画
用
途
地
域
が
日
月
四
日
付
で
左
図
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
経
済
部
建
設
課
都
市
計
画
係
ま
で

/ 

/ 

が

1'" 

、、

、¥

マS

、、

"" J キ

⑧ 

-
¥ 

( 

使ご工

日

@ 

】立ι4 2 .ft~O・ ，，，呈上
円L

〆=

'000。
属

4 
~ 

畠

日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部

で
は
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害

義
媛
金
を
受
付
て
い
ま
す
。

マ
銀
行
口
座

北
梅
道
拓
殖
銀
行
札
幌
支
庖

普
通
預
金

3
2
3
1
8
2
0

北
海
道
銀
行
本
庖

普
通
預
金

1
9
6
4
9
3
9

(
口
座
名
兵
庫
県
南
部
地
震
災

害
義
援
金
)

(
口
座
名
義
日
本
赤
十
字
社
北

道
支
部
支
部
長
伊
藤
義
郎
)

，m
本
支
庖
問
送
金
手
数
料
無
料

マ
郵
使
振
特
口
座

口
座
番
号

nu
ハυ
1
A
7
a
A
V
I
F
O
l
司

ι
n
v
ワ
b
n
v

〕B
 
〔

口
座
名
義
日
本
赤
十
字
社

出向
通
信
欄
に
兵
庫
県
南
部
と
明

記
す
る
こ
と
(
送
料
無
料
)

器
対
象
者
が
拡
大
と
な
り
、

が
変
わ
り
ま
し
た
.

0
母
子
家
庭
医
療
給
付

~

児
童
が
四
歳
に
逮
し
た
年
皮
肉

行

末

日

ま

で

現
初
診
料
医
科
別
円
、
歯
科
凶

初
診
料

F

円
、
柔
道
務
復
刊
日
問

「

児
監
が
同
日
放
に
逃
し
た
年
度
内

-
末
固
ま
で
と
、

そ
の
翠
日
か
ら

改正

初
歳
に
達
し
た
年
皮
肉
末
固
ま

で
。

(
但
L
.
母
に
扶
益
さ
れ

て
い
る
児
輩
と
そ
の
母
に
限
る
)

指
定
訪
問
看
護
も
該
当

一
初
診
料
医
科
別
問
、
幽
科

m

f

円、

柔
道
整
復

m円

O
需
品
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付

で
身
体
障
害
者
手
帳
の
保
持
者
で

行

1
級

2
級
の
方
全
只

現

・
初

診

料

医

科

m円
、
悩
科

m

r

円
、
柔
道
盤
彼
自
問

ヘ

身
体
障
害
者
手
帳
の
保
持
者
で

ー
級

2
級
の
方
全
員
と

3
級

(内
部
疾
忠
)
内
障
害
を
持
つ

方

改正

指
定
訪
問
右
積
も
該
当

医
科
瑚
円、

歯
科
別

一
円初
、をふ

"~ 
本if柔
道
整
復

m円

品川対
象
科
が
拡
大
と
な
り
、

が
変
わ
り
ま
し
た
。

O
乳
幼
児
医
療
費
助
成

で

医

科
、
柔
道
整
復

肘

初

診

料

医
科
一
回
問
、

f

復
刊
円

「

医

科
、
歯
科
、

担

初

給

料

f

問、

初
診
料

柔
道
路

柔
道
箪
復

医
科
揃
円
、

歯
科
別

柔
道
路
復

m向

詳
し
く
は
、
町
民
福
制
部
一
制
祉
係

ま
で
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保
護
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(
浩
之
)

(敦
子
)

(
消
次
)

(

治

)

(
誠
二
)

(
信
男
)

(
和
則
)

(
英
治
)

(
附
夫
)

(
辰
治
)

(
浩
司
)

(裕
司
)

今今今今今今今今今今今今 *
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田
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橋

大

倉
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崎
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井

久
保
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小

西

新
家
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鈴

木

舟

木
高

谷

相

違

親

谷

成

田
野

坂

平

井

森

川

小
助
川

荒

川
越

中
小

西

谷
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萩

原
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野
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男
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女
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香

龍

二
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由

悠

達

哉

雄

太
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香
み
ゆ
き

雅

裕
大

地

沙
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介
E
梨
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待ちに待った入学の日が近づいてきました。新入学児童のみなさんは期待に駒を中くら

ませていることでしょう 。各学校では、やさしいお兄さんお姉さんがみなさんの入学を待

っています e

今年入学されるみなさんを紹介します。名前のもれている人、転入された人は教育委員

会までこ連絡下さい。
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男女男女女男

しキす

土問

女男女女男

中外古藤杉柴尾今植省西河安山水宮西伊杉川

i~!i 

男

l年生

男女女男

男 女女女男

男女男女女女女女女女:女男女男

今春入学する今金樺育所ひまわり組のみなさん

女女 9-..1;::男 女 男女 1;::女 男 女 男 女男

点、すム一
九
Jも

崎崎崎島崎世田本田形岡村崎

蛎川川

男男

• 

• 

• 
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場

広

の

み

な

ん

杓
山
広
域
行
政
組
合
で
は
、
柏

山
ふ
る
さ
と
市
町
村
閣
の
広
域
活

動
卒
業
の
一
環
と
し
て
、
圏
域
の

一
体
性
の
隊
成
と
イ
メ
ジ
ア

ソ

プ
を
図
る
た
め
、

ン
ン
ポ
ル

7
l

ク
を
募
集
し
、
全
国

6
1
5
点
の

応
募
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
決

定
し
ま
し
た
。

町観光協会

いま力、ね雪まつリ実行委員会

第12回
ωまかね雪まつゆ

金今主催

主管

(制作堀江 豊

広島県在住)

HIYAMA 

平
成

7
年
E
月
刊
目
也
・
花
田
園

み
れ

av広
場

甥日
所時11日(土)

12:00 会場オープン

15:00 ゲーム大会

18:00 オ プニングステージ

(鋭聞き交通安全ふるまい餅)

料理の鉄人

坂*1宏行} クンヲー
高田友恕オンステー ジ

花火大会

12日(日)

9:00 会場オープン

11 :30 ゲーム大会

12:00 ジャンポ軍団ステー ジ part1 

ジャンボオ クンヨン

ゲム大会

ジャンボ軍団ステージ part2 

「大人的ためのイン トロクイズJ

「初公開・雪上手品

みんなのための7 ジソクン ヨ 」

「カラオヶ好きのための

四宮みゆきオンステージJ

閉会行事

: 俳句 ;
i 天I去さ慨転完叛日起"冬，h i 
主 上2り台目び骨ミ き銀，
j も燃にての 臥ふ河め J 

、 こき粒2は友Eし触ふ
( の基"めさひのれ i
ミ 世ょ標1揃Z っ と -0合ぁ { 
; もにひとり 人ちふ i 、 E舞a し見ム逝ゅのグ 1 
1 つふ初耳田主〈 自の ラ ( 
j 雷「2 や鰐す冬i~ t't~ ス ;

募Z 初~京て 銀E 朝主位，
f る 小ー の河e 寒Eめ (
( 雪2 道t し け i 
i り;

; は く
も 辻佐芳石ざ杉今 (
{ 藤賀井ま本村 〔
( あ智十 由 I

j知朝き恵紀あ井 ，
子子え子夫い子 ミ

LM山川九一川""~.，""，……川町 利別俳句会川

欄蜘輔111

15:00 

13:00 

13:30 

20:00 

20:30 

18:40 
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確
定
申
告
の

相
談
日
程
に
つ
い
て

次
的
日
位
で
、
税
務
署
内
戦
只
が

試
割
方
法
や
申
告
出
の
む
き
方
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

戸
い

1
.

日

時

2
月
辺
日
附
、
幻
日

附
の

2
日
間

2

、

場

所

役

場

2

階

中
会
内械
室

3
、
申
告
相
餓
の
際
に
お
持
ち
い
た

だ
く
も
の

①
事
業
所
得
の
計
算
又
は
収
入

(売
上
)
金
額
、
必
要
経
費
(
仕

入
れ
、
そ
の
他
的
経
費
)
の
わ

か
る
も
の

②
源
以
徴
収
烈

③
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険
料
的

支
払
い
証
明
野

@
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の

支
払
鎖
的
わ
か
る
啓
類

⑤
そ
の
他
、
各
般
控
除
に
必
要
也

担
割

⑥
印
鑑

{
八
雲
税
務
署
〉

学
生
の
み
な
さ
ん
へ

学
生
も
日
出
歳
か
ら
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
町
周
出
、
も
う
お
済
み
で
す

後診を受けて明るい健康づくり

2月みんな
(町民組祉部!神;生係 。国保係)

時しん予防接語
!日-17日の
問にいきつけ
の医療機関で
午前中の診療
時間中に受け
て下さい。 ね

? 
。
届
出
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
在
学

中
の
事
故
や
病
気
で
障
害
者
に
な

っ
て
も
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
将
来
受
け
る
老
齢
法
礎
年

金
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

口
ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

早
め
に
市
区
町
村
の
国
民
年
金
狙

当
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

長、ぃ
。

{
町
民
街
祉
課
年
金
係
}

人

権

擁

護

委

員

に

大

谷

長

暗

さ

ん

再

任

人
権
擁
謎
委
員
に
大
谷
長
陥
さ
ん

が
3
月
日
日
付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し

た
人
柿
機
種
委
只
は
児
輩
生
徒
の

い
じ
め
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
情

地
借
家
、
不
動
産
、
登
記
、
相
隣
関

係
な
ど
、
身
近
な
法
律
問
題
や
心
配

ご
と
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

教
育
相
談
員

中

川

繁

さ
ん

教
育
相
談
員
と
し
て
中
川
繁
二

ぷ

(
今
金
幼
稚
悶
長
)
が
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。

児
詑

・
生
徒
を
め
ぐ
る
具
体
的
な

問
題
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
教
職
只
や

父
母
内
皆
棟
、

「教
育
相
談
」
に
ど• • 

リ
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大
会
関
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う
ぞ
お
気
較
に
お
い
で
く
だ
さ
い

コじ2
 

1
、
相
絞
は
‘
随
時
屯
街
、
而
按
{白

宅
)
及
び
相
談
者
の
指
定
す
る
場

所

ワ

と
こ
ろ
字
今
金
4
1
4
の

1

(南
町
)

2
2
1
1
6
1
0

3
、

対

象

教

職

員

、

父

母

地

域
住
民
的
方

(
仙
人
、
グ
ル
ー
プ

も
可
)

4
、
相
談
の
内
容
非
行
、
暴
力
、

い
じ
め
、
登
校
拒
否
な
ど
の
具
体

的
な
悩
み
ご
と
。

出
品
相
談
事
項
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
の

佼
告
に
な
ら
な
い
よ
う
堅
越
し
ま
す
。

{
町
教
育
委
員
会
}

" 

" 

" 

" 

満30躍以上の女性

脱 柑'0歳以 ヒのIj.

んカ〈

........ ~ガンを
「ー「
薬
物
乱
用
防
止
月
間
」一一一

今
年
も
2
月
i
日
か

ら
お
日
ま
で
、

薬
物
乱
用
防
止
月
聞
が
始
ま
り
ま
す
。

薬
物
の
乱
用
と
は
、
麻
薬
、
党
せ

い
剤
、
大
麻
、
有
機
溶
剤
(
ン
ン
ナ

l
)
な
ど
を
、
医
療
目
的
以
外
に
不

正
に
使
則
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

病
状
と
し
て
は
、
幻
党
や
妄
恕
な

ど
を
ひ
き
お
こ
し
、
精
神
的
、
身
体

的
に
も
多
大
な
彬
轡
を
与
え
る
こ
と

か
ら
‘
薬
物
乱
用
円
本
当
の
恐
ろ
し

き
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
よ
り
よ
い

社
会
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

{
今
金
保
健
所
}

こ
の
ほ
ど
、
今
金
中
学
校
へ
の
案
内
標
識
が

完
成
し
ま
し
た
。

日
明
治
乳
業
跡
地
と
中
学
校
入

口
の

E
ケ
所

に
設
置
さ
れ
、
人
目
を
ひ
い
て
い
ま
す
。

シ• • 
ガ
ン
内
診
断
治
療
向
性
術
的
発

注
に
は
、
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
依
扶
と
し
て
死
亡

原
凶
の
ト
y

プ
で
あ
り
、
発
病
す
る

人
的
数
も
附

え
て

い
ま
す
。
ガ
ン
を

防
ぐ
た
め
の
ロ
ヶ
条
を
き
ち
ん
と
苛

れ
ば
、
庁

ン
の
ω
%
ぐ
ら
い
は
発
仰

を
防
げ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
を
全
部
守
る
の
は
去
か
な
か
大

変
で
す
。

ガ
ン

の
予
防
で
M

最
近
に
わ
か
に
注

目
を
浴
び
て
い
る
の
が、

β
ー
カ
ロ

チ
ン
で
す
。
β

カ
ロ
チ

ン
は
林
山
町

色
野
菜
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
、
対
内

で
砂市古
に
応
じ
て
ビ
タ
ミ
ン

A
に
転

換
さ
れ
、
ビ
タ
ミ
ン

A
の
効
用
を
発

縦
し
ま
す
。
必
姿
が
あ
る
ま
で
は
防

防
組
織
な
ど
に
都
え
ら
れ

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
A
に
は
、

附
い
と
こ
ろ
で
も
光
を
感

じ
る
物
質
を
作
り
、
視
覚

機
能
を
調
節
す
る
働
き
や
、

皮
膚
や
粘
膜
を
丈
夫
に
保

つ
倒
き
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
制
胞
脱
を
正
常
に
保

ち
、
ガ

ン
制
胞
に
変
化
す

る
の
を
抑
え
る
働
さ
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、

β
|
カ
ロ
チ
ン

そ
の
も
の
に
も
、
抗
ガ
ン

作
用
が
あ
る
こ
と
が
最
近

わ
か
り
ま
し
た
。
β

ヵ

ロ
チ

ン
を
た

っ
ぷ
り
と

っ
て
体
内
に

蓄
え
て
お
け
ば
、
ガ
ン
子
防
に
役
立

つ
わ
け
で
す
。

β

カ
ロ
チ
ン
は
、
山
に
溶
け
る

肪
能
性
向
ビ
タ
ミ
ン

で
す
。
叫肺
抗
色

野
菜
を
生
で
食
べ
た州場
A
H
の
β
|
カ

ロ
チ

ン
吸
収
率
は

8
%
、
ゆ
で
る
と

ぬ
%
ぐ

句
い
、
妙
め
た
リ
、
防
げ
る

と
印
i
m
%
に
ま
で
な
り
ま
す
。
一

日
円
相
い
取
量
的
目
安
は
6
略
。
日
本

人
的
平
均
相
一
取
誌
は
2
5
略
位
皮

だ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
ま
だ

ま
だ
不
U

止
し
て
い
ま
す
.

ニ
ン
ジ
ン
、

青
菜
主
ど
β

カ
ロ
チ
ン
を
た

っ
ぷ

り
含
ん
で
い
る
緑
抗
色
野
菜
を
、
最

低
で
も
一
日
1
0
0
8
は
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
を
予
防
す
る
十
二
ヵ
条

{閉
立
が
ん
セ
M

タ

I
V

@
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
疋
栄
養
を
と
る

@
毎
日
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

@
食
べ
す
ぎ
を
避
け
、
脂
肪
は
控
え
め
に

O
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
巳

@
た
ば
こ
を
少
な
く
す
る

@
貧
べ
物
か
ら
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
食
物

繊
維
を
と
る

@
塩
辛
い
も
の
は
少
怠
め
に
、
熱
い
も
の

は
冷
し
て
か
ら

@
焦
げ
だ
部
分
は
避
け
る

@
カ
ピ
の
生
え
た
も
の
に
注
意

@
日
光
巳
当
だ
り
す
ぎ
怠
い

@
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
す
る

@
体
を
清
潔
に

〕-1
 
〔



2月の体日当番医
や令。g。ややや

(，iij月対比}

( 3) 

( 3) 

( 0) 

1 ) 

12月末現在

7.461人

3.602人

3.859人

2，555世;m=

人口

男

女

世平日数

合②0324

E②0221 

8④5321 

2②0057 

8④5011 

金)(今院医{;'~. 5日

金)(今

( ~tt官山 )

(今

回

今金町国保病院

北楠山町国保病院

11日

12日

金)院医1制岩19日

(北中前山)道南ロイヤノレ病院26日

(秀樹、2YJ)大和町

(1"立さえ長女)町美町

(部 な2YJl南栄町

(孝君、さん長日J)1昭和I!fl

(恒幸三2女)

-つ七

日

日
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う
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月

月
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う

1

1

ャ品目

j
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A

じ
L
b
u

-
子

'太

守也
u
保

ん

引継

J
H
M
祐

山将

ttι

た

樫
ゅ
友

お

盟

町

内
凶
八
小 12月14日

1月 3日

F旬111

~.n滞

神丘中史

千春な (上鈴金)

京子三(南栄町)

大和町

耳， 11fT

Jk I!rr 
1"¥-1 .!.H 

拠肱川

75tr~ 

64歳

79t&. 

73品説

63品&

自由おくやみもうしあげます

遠藤尚雄三 12月21日

#，;村自，-)こ5ん 12月22白

川部 克己さん 12月28日

11" 長ユキ~!.. 1月9日

村」ニ 干IH主さん 1月12日

来 IrJ20日畳付分までa己雌

1月11日

固いつまでもおしあわせに

%111崎 h持直さん(大和町)=菊地

!私小以 英也さん(南栄町)=成四

金
胤

パ
ソ

コ
ン
ク
ラ
ブ

(
代
表

今
野
蛮
幸
)
の

メ
ン
バ

ー
川
名
が
正

月 日 民4 ll~ ま且 メロ当、 ;gl 

2/16 lFi-i可 下稲穂、上前川、八束宮の下

乙fi;五: 下12問、神丘中台、光台

2/17 午前 金又、春日剤、美利河

-9=1五 御影、八束初回、八鈴

2/20 午前 花石、中ト 7 ンケン、 22受

'F1.圭 盟回中央、下種川、八束更生

2/21 lf JiIi 県昇、下メ yプ高古、下白石、神丘新興

午後 中島E川、金原旭、瑞際、上位川 (A)

2/22 lFlii] 上稲穂、有"1主中央、 I有田代

"1'1& t.j:11I位、八束京回、南巴!受

2/23 lf=l"向 上位回、金原中央、椛川白iHij

午後 八東栄、鈴金、イ 7 ヌエノレ

2/24 午前 金原g削、神丘品台、鈴岡下f

午後 住吉、トマンケ y 、上金原

2/27 午前 凹代、日進、下ト 7 ンケン、奥師川

午後 上向石、八束南原鈴問第二

2/28 午前 上鈴金、鈴岡第 上田代、鈴川

午後 住中、令"丘共和、金原昭和

6年分農業所得申告相談日程

• 西野

歩くスキー、あ立たもはじめてみませんか//

申し込み問い合わせは、細田征夫さんへ(役場内)

l
j

;

f

2
 

月
叫
ん
け
カ
ら
毎
日
川
ソ
コ
ン
に
よ

υ

る
牒
業
経
泣
簿
記
に
挑
戦
し
て
守
色

申
告
対
策
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
完
成
し
た
金
原
基
幹
集
落

セ

ン

タ

に

パ
ゾ
コ
ン
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
伊
藤
良
知
H

ぷ
の
指
導

の
も
と
農
業
経
営
簿
記
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
パ
ソ
コ
ン
は
初

め
て
で
す
が
、
同
名
全
只
が
パ
ソ
コ

ン
で
青
色
申
告
す
る
予
定
で
す
。

慣
れ
て
く
る
と
時
間
短
縮
に
も
な

り
、
今
後
は
免
税
軽
油
の
申
筒
、
金

原
百
年
配
念
岱
の
作
成
な
ど
も
手
掛

け
、
毎
月
、
定
期
的
に
勉
強
会
を
聞

い
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

耐
②
O
T
T
T
番

• 
編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


